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測定値 不可/不可 可/不可 可/可
 6.31 11.63 59.65
.
  104 0.36 11.0 28.77
 0.94 0.26 0.29
表 1：MacLennan (1990b), Table 1をもとに作成
を持つ場合とそうでない場合に分けて、合わせて 4通りの場合で行われた。
新しい世代が誕生する周期を大周期として、一定数の大周期後の平均適応度 と













































































































































 = H= log N   1




(8) Floridi (1999), 39.
(9) IEについて、より詳しくは西垣通・竹之内禎 (2007)を参照。
(10) もっともこの問題自体は哲学的に興味深い問題である。例えば Dennett (1997)を参照。ま
た久木田 (2008)も参照。
(11) Floridi (1999), 51を参照。
(12) 例えば Rafael Capurroなど。西垣通・竹之内禎 (2007)を参照。
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